
資料１ 調査団員氏名、所属 

（１）現地調査 

氏名 担当 所属 

磯野 光夫 団長 JICA 人間開発部国際協力専門員 

池田 憲昭 技術参与 元国立国際医療研究センター 

大野 明子 計画管理 
JICA 人間開発部保健第一グループ 

保健第二チーム特別嘱託 

井出 経一 業務主任/建築計画/環境社会配慮 （株）横河建築設計事務所 

中村 宏一 建築設計/自然条件調査 （株）横河建築設計事務所 

島田 光博 設備設計 （株）マツダコンサルタンツ 

橋本 雅夫 
副業務主任/建築計画/ 

環境社会配慮/施工計画/積算 
（株）マツダコンサルタンツ 

守田 貴志 機材計画/維持管理 インテムコンサルティング（株） 

大原 みさと 調達計画/積算 インテムコンサルティング（株） 

花田 恭 保健医療計画 （株）横河建築設計事務所 

岡田 有加 通訳（日⇔仏） （株）横河建築設計事務所 

金澤由紀子 建築設計/通訳（自主補強） （株）横河建築設計事務所 

内田 一史 保健医療計画補助（自主補強） （株）横河建築設計事務所 

福村つよし 設備設計補助（自主補強） （株）マツダコンサルタンツ 

  



（２）概略設計説明 

氏名 担当 所属 

磯野 光夫 団長 JICA 人間開発部国際協力専門員 

戸川翔太郎 計画管理 
JICA 人間開発部保健第一グループ 

保健第二チーム 

井出 経一 業務主任/建築計画/環境社会配慮 （株）横河建築設計事務所 

中村 宏一 建築設計/自然条件調査 （株）横河建築設計事務所 

橋本 雅夫 
副業務主任/建築計画/ 

環境社会配慮/施工計画/積算 
（株）マツダコンサルタンツ 

守田 貴志 機材計画/維持管理 インテムコンサルティング（株） 

岡田 有加 通訳（日⇔仏） （株）横河建築設計事務所 

 



資料２  現地調査項目

（１） 現地調査

１） ２） ３） ４） ５） ６） ７） ８） ９） １０） １１）

団長 技術参与 計画管理
業務主任/建築計画/

環境社会配慮
建築設計/

自然条件調査
設備設計

副業務主任/建築計画/
環境社会配慮/
施工計画/積算

機材計画/維持管理 調達計画/積算 保健医療計画 通訳
（自主補強）
建築設計/

通訳

（自主補強）
保健医療計画

補助

（自主補強）
設備設計

補助

磯野 光夫 池田 憲昭 大野 明子 井出　経一 中村 宏一 島田 光博 橋本 雅夫 守田　貴志 大原 みさと 花田  恭 岡田 有加 金澤由紀子 内田一史 福村つよし

12 14 14 29 29 26 29 29 26 26 29 21 26 26

1 4/7 土 成田発

2 4/8 日 成田発 アビジャン着

3 4/9 月 アビジャン着 １）に同行

4 4/10 火

5 4/11 水

6 4/12 木

7 4/13 金 下位医療機関視察・調査
建設事情調査

（コンサルタント/施工業者）
建設事情調査、ココディ大

学病院インフラ調査
ココディ大学病院

手術室視察
１）に同行 １）に同行 ２）に同行 ７）に同行 ４）に同行

8 4/14 土
免税調査
団内協議

３）に同行

9 4/15 日

10 4/16 月
建設事情調査

（コンサルタント/施工業者）
ココディ大学病院インフラ

業者協議
３）に同行 ココディ大学病院調査 １）に同行 ２）に同行 ７）に同行 ３）に同行

11 4/17 火
アビジャン着

JICA協議
自然条件調査会社契約打合/

見積り依頼
設備インフラ調査

設備インフラ調査
１）に同行

ココディ大学病院調査
（診療実績調査）

１）に同行 ２）に同行 ７）に同行 ３）に同行

12 4/18 水
建築事情調査、

（建築設計コンサル）
建設事情、積算調査 １）に同行

ココディ大学病院調査
（診療実績調査）

１）に同行 ２）に同行 ７）に同行 ３）に同行

13 4/19 木
インフラ事情調査

（電気・水道・通信）
建設事情、積算調査 １）に同行 保健省調査 １）に同行 ２）に同行 ７）に同行 設備関連調査

14 4/20 金
業者登録/

許可申請調査
建設事情、積算調査 １）に同行 １）に同行 ２）に同行 ７）に同行 設備インフラ調査

15 4/21 土
積算調査
団内協議

16 4/22 日

17 4/23 月 設備専門業者調査 建設事情、積算調査 １）に同行 官に同行 代理店・輸送業者調査 保健省調査 １）に同行 ２）に同行 ７）に同行 設備インフラ調査

18 4/24 火 免税調査 積算調査 １）に同行 官に同行 代理店・輸送業者調査
他大学病院調査、

情報収集
１）に同行 ２）に同行 ７）に同行 設備関連調査

19 4/25 水 建設事情、積算調査 １）に同行 官に同行 代理店・輸送業者調査 官に同行 １）に同行 ３）に同行 保健省調査 設備関連調査

20 4/26 木 建設事情、積算調査 １）に同行 官に同行 代理店・輸送業者調査 官に同行 １）に同行 アビジャン発 保健省調査 設備関連調査

21 4/27 金
積算調査

（共通仮設・現場経費）
建設事情、積算調査

現地環境コンサル
ヒアリング

保健省調査 １）に同行 （移動） ７）に同行 類似施設調査

22 4/28 土 建設事情、積算調査 質問票の翻訳 成田着

23 4/29 日

24 4/30 月
ココディ大学病院

調査/協議
施工計画調査 積算調査 １）に同行

ココディ大学病院
機材関連協議

（機材リスト/ソフコン/
保守契約）

代理店・輸送業者調査（ｱ
ﾌﾀｰｾｰﾙｽ、保守契約）

他ドナー機関の補足調査 １）に同行 ７）に同行 設備関連調査

25 5/1 火 アビジャン発 １）に同行 １）に同行 アビジャン発 アビジャン発 質問票の翻訳 アビジャン発 アビジャン発

26 5/2 水 （移動）
１）に同行

建設資材調査
１）に同行 １）に同行 （移動） （移動）

27 5/3 木
ココディ大学病院協議、
テクニカルノート署名、

JICA報告、アビジャン発

自然条件調査結果受領
アビジャン発

成田着
１）に同行

アビジャン発
成田着 成田着

28 5/4 金 （移動）

29 5/5 土 成田着

成田発

日
順

月
日

曜
日

官団員

調査日数

成田発 成田発

アビジャン着 アビジャン着 成田発

類似施設調査 （アレグレ大学病院、バンジェビル母子病院、CSU Gbagba）

ココディ大学病院視察/協議（全体計画、新棟計画
等の協議、画像診断部門協議）

アビジャン着 資料整理

JICA表敬/協議、
保健省表敬/協議、ココディ大学病院表敬

１）に同行 アビジャン着 アビジャン着

ココディ大学病院表敬/視察 （本プロジェクトの全体像の把握、既存外来・救急部門,の視察など）

ココディ大学病院調査・協議 （母子保健棟計画、機材関連、インフラなどのグループ別調査）

団内協議 団内協議

団内ミーティング
ココディ大学病院と協議

ココディ大学と機材関連調査/協議
（既存機材調査、メンテ部門と協議）

ココディ大学病院と協議
団内ミーティング

ココディ大学病院と協議
（各科責任者と協議）

キックオフミーティング
保健省、ココディ大学病院、財務省等と協議

ココディ大学と機材関連調査/協議
（各科責任者と協議）

資料整理

保健省、ココディ大学病院、他関係省庁と協議

ミニッツ協議

保健省、ココディ大学病院、財務省等と協議
ココディ大学と機材関連調査/協議

（各科責任者と協議）

保健省、ココディ大学病院、財務省等と協議 保健省協議/リファラル体制下の一次医療施設・二次医療施設の調査

団内協議団内協議

団内協議

資料整理 （母子保健棟計画素案の策定）、テクニカルノート案作成 資料整理

母子保健棟計画の策定

ミニッツ協議

ミニッツ内容確認

ミニッツ署名、JICA報告、大使館報告
代理店・輸送業者調査

（ｱﾌﾀｰｾｰﾙｽ、保守契約）

アビジャン発 団内協議  （母子保健棟計画素案の策定） 団内協議  （母子保健棟計画素案の策定）

成田着 成田着

ココディ大学病院と協議
（テクニカルノート）

（移動）

成田着

（移動） （移動）

JICA報告
アビジャン発



1） 2） 3） 4） 5）

団長 計画管理
業務主任/
建築計画/

環境社会配慮

建築設計/
自然条件調査

副業務主任/
建築計画/

環境社会配慮/
施工計画/積算

機材計画/
維持管理

通訳

磯野 光夫 戸川 翔太郎 井出　経一 中村 宏一 橋本 雅夫 守田 貴志 岡田 有加

9 9 10 17 10 10 10

1 11/3 土

2 11/4 日

4 11/6 火
建設許可と10年保証に関
するローカル事務所訪問

1）に同行

5 11/7 水
建設許可と10年保証に関
するローカル事務所訪問

インフラ関連調査

6 11/8 木 官に同行
建設許可と10年保証に関
するローカル事務所訪問

インフラ関連調査、
EIAに関する協議、
設備業者との協議

ココディ大学病院
視察／調査

１）に同行

7 11/9 金 官に同行
10年保証に関する保険会
社訪問/病院プランに関す

る協議

設備計画に関する
協議、インフラ関連

調査
機材関連調査 １）に同行

8 11/10 土 アビジャン発 資料整理

9 11/11 日 （移動） 資料整理

10 11/12 月 成田着
建設許可と10年保証に関
する審査機関訪問/見積

依頼

11 11/13 火
建設許可と10年保証に関
する審査機関訪問/見積

依頼

12 11/14 水
10年保証に関する保険会

社訪問/見積依頼

13 11/15 木
10年保証に関する審査機
関、保険会社訪問/見積徴

収

14 11/16 金
10年保証に関する審査機
関、保険会社訪問/見積徴

収、JICA報告

15 11/17 土 アビジャン発

16 11/18 日 （移動）

17 11/19 月 成田着

アビジャン発 アビジャン発

（移動）

成田着

ミニッツ署名、JICA報告、大
使館報告

調査日数

羽田発 成田発

アビジャン着

3 11/5 月

JICA事務所表敬／協議

保険会社との協議

保健省・ココディ大学病院にドラフトレポート説明
保健省・ココディ大学病院にド

ラフトレポート説明

ミニッツ案作成、提示 ミニッツ案作成、提示

ミニッツ協議

JICA事務所協議

（２） 概略設計説明

日
順

月
日

曜
日

官団員



資料３ 関係者リスト 

 保健・公衆衛生省 （MSHP） 

Kouadio Konan Raoul 
Acka Joseph 

官房長 
Directeur de cabinet 

Ekra Eliane 官房課長 
Chef de cabinet 

Dagnan Simplice 保健総局長 
Directeur général de la santé（DGS） 

Kouassi Clarisse Edithe 保健総局副総局長 
Directeur Adjointe DGS 

Alexandre Guebo 官房技術顧問 
Conseiller technique du cabinet 

Kouakou Kouamé Alphonse 看護助産ケア局局長補佐 
Sous-Directeur / Direction des Soins Infirmiers et Maternels 
(DSIM) 

Adema Emmanuel 生科学技師/施設機材維持管理局（DIEM） 
Ingénieur biomédical / DIEM 

Kouassi Emilienne 母子保健国家プログラム局長・コーディネーター/保健総局 
Directeur coordonnateur du PNSME / DGS 

Kouadio Yao Aturis 国家母子保健プログラム担当/保健総局 
PNSME/DGS 

Docinibia ladi kalifer 調査担当/医薬局/保健総局 
Chargé d’études / Pharmacie/DGS 

Gueyo Bié A Montan 財務局（DAF） 

Doumbia Ladji Kalifa 保健総局（DGS） 

CHU ココディ （CHU de Cocody） 

Meité Djoussoufou 院長 Directeur général   

Moh Nicolas 副院長 
Directeur médical scientifique（DMS）  

Kone Djakaridja 財務部長  
Directeur de l’administration et finances（DAF） 

Adou Kobenan Michel 資材維持管理課、次長（代行） 
Sous-Directeur chargé de la Maintenance et de la Gestion du 
Patrimoine（Intérim） 

Kouassi Théodore 広報課 
Service de communication  

Athos Gnante Gabin 資材維持管理課次長 
Sous-directeur de la Maintenance et la Gestion de Patrimoine 

Dassé K. Ferdinand 救急手術部看護師長  
SUS（Surveillant d’unité de soins）/ Bloc opératoire urgent 

Epfoue Mookoi 婦人科看護師長 
SUS Gynéco 



Kari Donald 医療秘書 Secrétaire médical 

Kouakou Kouame Cyprien 小児科医 Pédiatre  

Kena Saïda  広報 Service communication et relations publiques 

Ouattara Souleymane Gnele Zie 施設担当技術者 Technicien Bâtiment 

BONI Serge 産科医局長 Chef de service gynéco obstétrique 

Koffi Achille 産科医 Gynécologue 

Folquet Amorismeni 小児科医局長 Chef de service pédiatrique 

Gbagi G. Casimir 放射線科長 Chef de service radiologie 

Tetchi Yavo 麻酔/蘇生科長 Chef de service anesthésie / réanimation 

Kouakou Kouamé Cyprien 小児科主任助手 Maître assistant / Pédiatrie 

Horo Kigninlman 救急棟呼吸器専門医 Pneumologue, Urgences 

Ouattara Manan 救急看護師長 Surveillante, Urgentes  

Ebagninrin 看護師長 Surveillante  

Kouamé Konan Gervais バイオ技師、品質管理 Ingénieur bio, Responsable qualité 

Agoh Léa 秘書 Secrétaire 

Bicamba Neisiabia 看護師長 Surveillant 

Njusseau Emmanuel 看護師長 Surveillant 

Assoa Augustin 救急棟検査部 Laboratoire, Urgences 

Angora Adjobah 放射線科看護師長 Surveillant, Radiologie 

CHU アングレ （CHU d’Angré） 

Gueye Idrissa 院長 Directeur général 

Benie Henri Michel 人事局 Directeur des ressources humaines（DRH） 

Sanogo Moussa  財務部長 DAF 

バンジャヴィル母子病院 （Hôpital Mère-Enfant de Bingerville） 

Frédérique Du Sart 院長 Directeur général 

グバグバ保健センター（バンジャヴィル）（CSU de Gbagba, Bingerville） 

Djoko Raymonde  

アボボ西保健区ボカボ保健センター （Centre de santé de BOCABO, Abobo Ouest） 

Assi Hermann 管理委員会代表 Président du comité d’administration 

Ekien Brou Nasaire 事務局長 Secrétaire général  

Koné Yaya 管理者 Gestionnaire 



アボボ南総合病院 （HG d’Abobo Sud） 

N’Doumy-Kouakou （Ms） 院長 Directeur général 

Sieli Adjami Bedatre 小児科医局長 Médecin-chef de service pédiatrique 

アボボ北総合病院 （HG d’Abobo Nord） 

Kouare K.Hermann 院長 Directeur général 

Sahou Charles Econonowe  

アボボ東保健区バオレ保健センター （FSU COM Abobo Baoulé, Abobo Est） 

Kes Noël  委員会事務局長 Sécretaire géneral 

Okassa Yasi 副委員長 Vice-président 

Bede Konan Henle  保健センター職員 Employé du FSU 

Danho Samuel  保健センター職員 Idem 

Atto Rachel  保健センター職員 Idem 

Yayon Charles  保健センター職員 Idem 

バンジャビル総合病院 （HG de Bingerville） 

Deka Paulin 院長 Directeur général 

Bahlou Odette 看護部長 Surveillante générale 

Kouassi Jeanette ソーシャルワーカー Assistante sociale 

Nzoue Samandé 助産師長 Sage-femme major 

Koné Kouedjorere Berté  助産師 Sage-femme 

アンニャマ総合病院 （HG d’Anyama） 

Beugre N. Juliette  院長（婦人科医） Directrice générale （gynécologue） 

Amani Kouadéo  医長 Médecin chef 

Babe Agoua Nester 看護部長 Surveillant général 

Dadie Lobah Jules 看護師長 Surveillant chef 

エビンペ保健センター （Centre de Santé d’Ebimpé） 

N’Cho Kousso Alban 正看護師 Infirmier Diplômé d'Etat（IDE） 

Coulibaly Awa 助産師  Sage-femme Diplômée d'État（SFDE） 

環境庁 （ANDE） 

Gbe Didier 部長 Directeur 

Kouassi Brou N’gbin 環境庁職員 Employé de l’agence 



 

 

 

 

 

 

Kouaho Léopold  環境庁職員 Idem 

YeoDaniel 環境庁職員 Idem 

Amalaman Sylvain 環境庁職員 Idem 

Koume Prosper  環境庁職員 Idem 

経済財務省 （MEF） 

Niepe Paul Hubert 経済財務省 MEF/DDPD 

予算省 （首相付 国家予算担当副大臣/SEPMBPE） 

Daouda Kamagate 税制担当技術参与  
Conseiller technique chargé de fiscalité 

Atse Serge Didier 調査担当 Chargé d’étude 

Soumahoro Kouity 官房 Cabinet 

Fulgence N'Guuessan Kouame 免税・特別税制課 
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コートジボワール国 

大アビジャン圏母子保健サービス改善のためのココディ大学病院整備計画 

準備調査（概略設計） 

 

協議議事録 

 

コートジボワール共和国（以下「コートジボワール」と記す）政府と日本国政府による予備協

議に基づき、日本国政府は「大アビジャン圏母子保健サービス改善のためのココディ大学病院整

備計画」（以下「プロジェクト」と記す）に関する協力準備調査の実施を決定し、その実施を独

立行政法人国際協力機構（以下「JICA」と記す）に委託した。 

 

JICA はコートジボワールへ JICA 人間開発部 国際協力専門員 磯野光夫を団長とする協力準

備調査団を 2018年 4月 9日から 5月 3日まで派遣した。 

 

協議及びサイト調査の結果、双方は付属書に記述された主要事項を確認した。調査団はさら

に詳細な業務を行い、準備調査報告書を作成する。 

 

 

アビジャン、2018年 4月 27日 
 

   

磯野 光夫 
団長 
準備調査団 
人間開発部 国際協力専門員 
独立行政法人国際協力機構（JICA） 
日本 

 KOUADIO Konan Raoul 
知事 
官房長 
保健・公衆衛生省 
コートジボワール共和国 
 

   

  Dr. MEITE Djoussoufou 
ココディ大学病院 院長 
保健・公衆衛生省 
コートジボワール共和国 
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付属書 

 

1．プロジェクトの目的 

   本プロジェクトはココディ大学病院の母子保健棟及び保健医療機材を整備することにより、同大

学病院の体制強化を図り、もって大アビジャン圏の妊産婦・新生児・乳児死亡率の改善及び大アビ

ジャン圏の母子保健リファラル体制の改善に寄与するもの。 

 

2. 準備調査の名称 

双方は、準備調査の名称を「大アビジャン圏母子保健サービス改善のためのココディ大学病院整

備計画 準備調査」とすることを確認した。 

 

3．プロジェクトのサイト 

双方は、調査及び協議の結果、プロジェクトサイトは別添 1に示す候補地 Aの土地（病院入口付

近の空地）とすることで合意した。 

 

4．プロジェクトの所管省及びカウンターパート 

双方は以下の内容を確認した。 

4-1. 保健・公衆衛生省（以下「MAHP」と記す）は所管省としてプロジェクト実施に向けた管轄官

庁に諮問し、プロジェクトにおけるコートジボワール側負担事項（別添 7参照）が適時、適切に

実施されるよう、施設機材局（DIEM）などを通じて責任を持って留意する。MSHPの組織図は

別添 2のとおり。 

4-2. ココディ大学病院（以下「CHUC」と記す）は、所管省の監督の下で、本プロジェクトのカウ

ンターパート及び同進捗モニタリング、持続性の確保に必要な措置を含め予算配分及び人材配置

についてイニシアティブをとり、プロジェクトの機動的且つ適切な実施を担当する。CHUCの組

織図は別添 3のとおり。 

 

5. コートジボワール政府の要請内容 

 5-1. 協議の結果、妊産婦及び新生児・乳幼児死亡率の改善を図ることを主眼に、トップリファラルで

あるココディ大学病院母子保健棟が技術水準・質共に高い医療サービスを提供可能とすべく、本

プロジェクトでは別添 4及び別添 5に示すような産婦人科・新生児科・小児科・小児外科に関す

る施設及び機材を整備することを合意した。別添 5は主要機材であり、完全なリストは 2018年 5

月 2日に予定のテクニカルノート署名前に決定する。 

 5-2. JICAは、上述要請内容の妥当性を検証し、その結果を日本国政府に報告する。最終的なプロジ

ェクトコンポーネントは日本政府によって決定される予定である。 
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 5-3. コートジボワール政府は、本事業に係る正式要請書を 2018年 7月末までに日本政府に正式外交

ルートもって提出する。 

 

6. 日本の無償資金協力制度 

6-1. コートジボワール側は、調査団が説明した日本の無償資金協力制度（別添 6）について理解した。 

6-2. 双方は、別添 7に示されたコートジボワール側負担事項、プロジェクトの円滑な実施のために

必要な措置について、コートジボワール側が必要な予算を確保の上に定められた時期に実施する

事で合意した。別添 7の詳細は本準備調査中に作成され、2018年 11月に予定されている概要説

明調査までには合意される。別添 7の内容は最終的には贈与契約に添付されることとなる。 

 

7. 今後のスケジュール 

 7-1. コートジボワール政府は、正式要請書を日本政府宛てに 2018年 7月末までに提出する。 

 7-2.  JICAは、本調査後、国内解析を進め、施設及び機材に関する概略設計及び積算を行い、準備調

査報告書（案）を作成する。その内容は 2018年 11月に予定している概要説明調査にてコートジ

ボワール側に報告される。 

7-3. コートジボワール側による準備調査報告書（案）の内容全体の同意が確認された上で、JICAは

準備調査最終報告書を作成し、2019年 2月にコートジボワール側に送付する。 

 

8. 環境社会配慮 

 8-1. コートジボワール政府は、「国際協力機構環境社会配慮ガイドライン」（2010年 4月公布）に

則り、プロジェクト実施中及びプロジェクト完了後に適切な環境社会配慮を行うことを確認した。 

 8-2. 調査団は、本プロジェクトの環境に対する負の影響は非常に低いレベルのものであるため、JICA

の環境社会配慮ガイドライン上ではカテゴリ Cと判断されたことを説明した。 

 8-3. MSHPは管轄官庁（Agence Nationale de l’Environnement / ANDE、環境庁）と共に環境社会配

慮調査の必要性を判断し、その結果を 2018年 7月末までに JICAに報告する。 

 

9. その他協議事項 

9-1. 双方は、本プロジェクトは 2017 年 4 月に JICAとコートジボワール関係省庁間で合意した「女

性・子ども・貧困層に向けた UHC 推進プログラム」の主要構成内容の一つであり、同プログラ

ムに含まれる技術協力プロジェクトなど他の構成内容との連携を図り相乗効果によりプログラム

の目標達成を図ることを合意した。 

9-2.  今回の調査で、大アビジャン圏ココディ医療圏の三次医療は、CHU アングレ、建設予定の CHU

アボボと分担して担うことになるが、いずれもココディ大学病院の補完的役割となる予定である
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ことが確認された。社会的特性を持つ私立病院であるバンジャビル母子病院に関しては、その地

位、役割、対象となる社会階層が CHUCとは異なるため競合とはならないことが確認された。 

CHUCは、特に高度な新生児医療サービス提供では中心的な役割を担っており他地区もカバー

していること、また大学病院として人材育成の中核病院であることが確認された。これらの点を

踏まえ、双方は、上述プログラム及び本プロジェクトの目的に沿い、ココディ大学病院母子保健

棟がその実践を通じて、コートジボワール国における母子保健医療サービスのモデルを提供する、

一次・二次施設も含めた医療従事者の継続研修の場となる等母子保健の「Center of Excellence」

になるよう整備する事で双方合意した。また、コートジボワール側は本母子保健棟がこの目的に

沿い適切に運用されることを合意した。  

9-3. 施設・機材内容 

施設・機材整備に際しては、現地でメンテナンス・修理が可能なものとなるよう計画すること

を確認した。 

大学病院として高度な医療サービスを提供するため MRI 整備についてココディ大学病院から

強い要望があった。日本側もその必要性は理解するものの、本プロジェクトの目的に必ずしも合

致しないこと、また、予算の観点から本プロジェクトには含めないことを示した。しかしながら、

コートジボワール側は本プロジェクトにMRI整備を含めたいという要望を強く主張した。 

9-4. 建設敷地 

上記 3. のとおり、病院入口付近の敷地 Aをプロジェクトサイトとすることで合意した。ただ

し、CHUCが同サイト内の電気施設の移設の可否、移設費用、移設工事期間それに伴う停電期間

等について確認することを条件とする。 

9-5. 免税事項 

調査団は、コートジボワール政府が同国の現行法規及び手続きに則り、日本の無償資金協力事

業の実施に必要な機器・物品及びサービスについて、関税及び税金の免税を保証することを確認

した。 

 9-6. 人材配置計画について 

双方はコートジボワール側がプロジェクトにより供与された機材・施設の適切かつ持続可能な

操業・維持管理に必要な人員配置を実施することで合意した。また、双方は必要な人材配置計画

の詳細を 2018年 11月の次回調査時に確定することで合意した。 

 9-7. 文書及び情報の共有 

    双方は、コートジボワール側が本議事録を含めた文書及び情報を経済財務省及び予算担当省(首

相付 国家予算担当副大臣/SEPMBPE) など関係省と共有することを確認した。 

 

以上 
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添付資料  

別添 1：建設予定地 

別添 2：保健・公衆衛生省組織図 

別添 3：ココディ大学病院組織図 

別添 4：ココディ大学病院母子保健棟の構成 

別添 5：ココディ大学病院母子保健棟の要請機材リスト（主要機材） 

別添 6：無償資金協力制度 

別添 7：コートジボワール政府の主な負担事項 



（２）概略設計説明
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大アビジャン圏母子保健サービス改善のためのココディ大学病院整備計画 

準備調査 

協議議事録 

（準備調査報告書案の説明） 

 

保健・公衆衛生省、ココディ大学病院、独立行政法人国際協力機構(以下「JICA」と記す)

との間で 2018 年 4 月 27 日に署名した協議議事録に基づき、またコートジボワール共和国(以下

「コートジボワール」と記す)政府の 2018 年 8 月 13 日付要請書に応え、JICA は「大アビジャン

圏母子保健サービス改善のためのココディ大学病院整備計画」(以下「プロジェクト」と記す)の準

備調査報告書案の説明のために準備調査団(以下「調査団」と記す)を派遣した。 

協議の結果、双方は付属書に記載した主要事項を確認した。 

 

 

アビジャン、2018 年 11 月 9 日 

 

 

 

                                   

 

 

 

                                      

磯野 光夫 
団長  
準備調査団 
独立行政法人国際協力機構(JICA) 
日本 

Joseph ACKA 
官房長 
保健・公衆衛生省 
コートジボワール共和国 

  

  

 

 

                                      

 Dr. MEITE Djoussoufou  
ココディ大学病院 院長 
保健・公衆衛生省 
コートジボワール共和国 
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付属書 

 

1. プロジェクト責任機関 

双方は以下内容を確認した。  

1-1. 保健・公衆衛生省（以下「MSHP」と記す）は実施機関（以下「実施機関」と記す）として

プロジェクト実施に向けた管轄官庁に諮問し、プロジェクトにおけるコードジボワール側負

担事項（別添7参照）が適時、適切に実施されるよう施設機材局（DIEM）などを通じて責任

を持って留意する。  

1-2. ココディ大学病院は所管省の監督の下で本プロジェクトのカウンターパート及び同進捗モ

ニタリング、持続性の確保に必要な措置を含め予算配分及び人材配置についてイニシアティ

ブをとりプロジェクトの機動的且つ適切な実施を担当する。  

 

2. 報告書案の内容 

調査団は報告書案の内容を説明し、コートジボワール側はその内容に同意した。双方は、新

生児ユニットはその特殊性から詳細設計段階で最適な機能性を保証するよう設計される必要

があることを確認した。 

 

3. 事業費の見積 

双方は、別添 1 に示す予備的経費を含む概略事業費は暫定的なものであり、今後さらに検討

し日本政府により承認を受けるものであることを確認した。予備的経費は自然災害、想定外

の自然条件などに起因する追加経費を補填するものである。 

 

4. 概略事業費及び技術仕様の守秘義務  

双方はプロジェクト事業費及び技術仕様はプロジェクトの枠組みに含まれる全ての契約が締

結されるまで第三者に決して開示されてはならないことを確認した。 

 

5. プロジェクト実施スケジュール 

調査団はコートジボワール側に対してプロジェクト実施の予定スケジュールは別添 2 の通り

であることを説明した。 

 

6. 期待される効果と指標  

双方は期待される成果に対する重要指標を以下の通り合意した。コートジボワール側は2024

年を目標とする合意した重要指標の達成に対して責任を負い同指標に基づく進捗モニタリン

グを確実に行う。 
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[定量的指標] 

指標名 
基準値 

（2017 年実績値） 

目標値（2024 年） 

【事業完成 3 年後】 

新生児科の死亡退院割合（%） 21.4 16.1 

小児外科の手術件数（件／年） 246 600 

帝王切開数（件／年） 2,714 3,896 

産婦人科入院患者のうち、リファー患者の割合（％） 40 50 

 

[定性的指標] 

 患者の症状・重症度に応じた医療サービスがスムーズに提供できるようになり、患者満

足度が向上する。 

 ココディ大学病院内の母子保健に関する三次医療機能が集約されることにより、関連診

療科の連携が強化される。 

 

7. 技術支援（プロジェクトの「ソフトコンポーネント」） 

プロジェクトを通じて供与された製品及びサービスの持続的な運用及び維持管理を踏まえ、

本プロジェクトの枠組みの中で技術支援が計画される。コートジボワール側は報告書案に記

載の技術支援の目的において適切且つ適格なカウンターパートを必要数配置することを確認

した。 

 

8. プロジェクトの負担事項 

双方は G/A 添付資料となる本書別添３に記載の通りプロジェクトの負担事項を確認した。コ

ートジボワール側は事業実施の前提条件である必要予算の割当を含む必要な措置及び調整を

行う。また事業費は概略設計時に参考として提示されたものであり詳細設計でより厳密に算

定されることも確認された。主に以下の点について双方は確認した: 

- コートジボワールで課せられる関税、内国税、その他課徴金は免除され、免税手続きは

実施段階にコートジボワール側による入札図書に明記される。 

- コートジボワールにおける環境社会影響評価の費用及び手続きは、必要な場合、入札前

にコートジボワール側が請け負う。 

- コートジボワールにおける建築許可の費用及び手続きは、必要な場合、入札前にコート

ジボワール側が請け負う。 

- プロジェクト新規施設の 10 年瑕疵保証に係る保険費用及び手続きは、必要な場合、コー

トジボワール側が請け負う。 

- コートジボワール側は新規施設及び機材の運用維持に必要な予算及び人材を確保し、と

りわけプロジェクト完了までに別添 4 の通り必要な能力を備えたスタッフの十分な配置

に要する措置をとることを約束した。 

 

 



4 

9. 実施中のモニタリング 

本プロジェクトは実施機関によりモニタリングされ、別添5 Project Monitoring Report (PMR)

の様式を用いてJICAに報告される。PMRの提出日程は別添3に記載の通り。 

 

10. プロジェクトの完了 

双方は贈与により整備された施設及び機材すべての操業でもってプロジェクトが完了するこ

とを確認した。プロジェクトの完了は速やかに JICA に報告されるが、いずれにせよプロジェ

クト完了後６ヶ月以内に報告されるものとする。 

 

11. 事後評価 

JICA は原則としてプロジェクト完了から３年後に５項目（妥当性、有効性、インパクト、効

率性、持続性）の評価基準に従い事後評価を行う。評価結果は公開される。コートジボワー

ル側はデータ収集に必要な支援を行う義務を負う。 

 

12. 調査スケジュール  

JICA は確認事項を基に準備調査報告書を完成させる。同報告書は 2019 年 2 月頃にコートジ

ボワール側に送付される。 

 

13. 環境社会配慮 

調査団は「JICA 環境社会配慮ガイドライン（2010 年 4 月）」（以下「ガイドライン」とい

う）が本プロジェクトに適用されることを説明した。本プロジェクトはガイドラインに照ら

し環境に対する影響が最小限であることからカテゴリーC に分類された。 

 

14. その他関連事項 

14-1.  情報の公開 

双方はプロジェクト事業費を除く準備調査報告書が準備調査完了後に公開されることを確

認した。プロジェクト事業費を含む報告書全文はプロジェクトの枠組みに含まれる契約全て

の締結後に公開される。 

 

別添 1 プロジェクトの概略事業費 

別添 2 事業スケジュール 

別添 3 コートジボワール政府の主な負担事項 

別添 4 プロジェクトに必要な人材配置 

別添 5 Project Monitoring Report (template) 



資料５ テクニカルノート
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（和訳） 

 
コートジボワール国 

大アビジャン圏母子保健サービス改善のためのココディ大学病院整備計画 

準備調査 

 

テクニカルノート 

 

2018 年 4 月 27 日に締結された大アビジャン圏母子保健サービス改善のためのココディ大学病院整備

計画（以下プロジェクト）準備調査協議議事録を踏まえ、コートジボワール保健・公衆衛生省及びココ

ディ大学病院と調査団の間で締結された協議議事録に基づき、調査団は保健省及びココディ大学病院（以

下コートジボワール側）と調査団は以下の項目を協議・確認した。 

 

1．要請機材リスト 

調査団とコートジボワール側は母子棟に含まれる産婦人科、小児科（新生児科を含む）、小児外科

及び母子棟に関連するその他の部門との協議の結果、添付資料―1 の要請機材リストを確認した。機

材の使用などの詳細に関しては、次回 11 月の調査時に調査団から、提示・説明される。 

 

2. 建設予定地内の電気施設の移転に関して 

母子棟建設予定地内にある電気施設に関して、ココディ大学病院は電気公社からの公式な移転に

関する回答が得られなかった。したがって、ココディ大学病院は電気公社からに回答を督促し、2018

年 5 月 15 日までに JICA アビジャン事務所に電気公社からの回答を連絡する。 

 

3．建設許可取得不要に関して 

母子棟の建設に関して、建設許可取得が不要である旨のココディ大学病院から JICA あてのレター

が提出された。添付資料―2  

 

4．母子棟の運営に必要な人員配置に関して 

4-1. 調査団は母子棟に含まれる各部門：産婦人科、小児科（新生児科含む）、小児外科などの増員計

画をココディ大学病院と協議し、別表：添付資料―3 のように提案した。 

4-2. ココディ大学病院は上記計画を検証し、2018 年 8 月末までに母子棟の運営に必要な人員増及び

研修の計画書を JICA アビジャン事務所に提出する。 

 

5. 母子棟の空調に必要なメンテナンス経費 

 5-1. 調査団は母子棟の手術部門及びNICUにおけるヘパフィルターを使用したグレードの高い空調シ

ステムの年間のメンテナンスコストが年間約 40,000,000CFA（800 万円）であることをココディ

大学病院に提示した。 

 5-2. ココディ大学病院は上記費用を母子棟完成後に負担可能であることを確認した。 
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  6. ソフトコンポーネントの要請 

6-1. ココディ大学病院は本プロジェクトの中に機材保守管理の技術支援をソフトコンポーネントとし

て含めることを要請した。 

6-2. 調査団は本プロジェクトに必要なソフトコンポーネントを検討・計画し、2018 年 11 月の次回概

要説明調査時にコートジボワール側に説明することとした。 

 

 

7. 建設工事の瑕疵保証期間に関して 

双方は無償資金協力案件の建設工事に関する瑕疵保証期間は 1 年間であることを確認した。 

 

8. 環境社会配慮 

コートジボワール側は，ミニッツ協議で説明されたように環境社会配慮調査実施必要性の決定は

コートジボワール環境省の規定に沿う事を確認した． 

 

9．母子棟建設予定地内の公共下水道本菅の移設 

調査団は母子棟建設予定地内の公共下水道本菅を既存の塀の外：バスターミナル側に移設するこ

とをココディ大学病院に説明し、ココディ大学病院は同移設の必要性を了解した。 

 

以上 
 

別添  

１：要請機材リスト 

２：建設許可取得が不要である旨のレター 

３：母子棟完成後の増員計画表（案） 

 

アビジャン、2018 年 5 月 2 日 

 
 
 

井出 経一 
調査団 業務主任 
 

 Edmond DAKOUA 
保健省の DIEM 局長 
 

 
 
 
 Dr. MEITE Djoussoufou 

ココディ大学病院 院長 
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ソフトコンポーネント計画書 

 

 

 

2019 年 4 月 

 

 

 

株式会社横河建築設計事務所 
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1. ソフトコンポーネントを計画する背景 

「コートジボワール共和国大アビジャン圏母子保健サービス改善のためのココディ大学病院整

備計画」（以下「本計画」という。）は、三次医療施設であるココディ大学病院（以下、「CHU コ

コディ」という）に母子保健棟を新規に整備することで、トップリファラル病院として相応しい

妊産婦や新生児への医療サービスを提供し、大アビジャン圏における母子保健リファラル体制改

善を図るものである。 

本計画の機材協力対象は、新母子保健棟に入る産科、婦人科、小児科、小児外科、新生児科で

ある。本計画で整備される機材は診断や治療に必要不可欠な機材であり、安全で安定した稼働が

求められる。そのためには、医療機材の使用者（医師や看護師、助産師、技師など）や維持管理

部門の技術者が早期に機材の不具合や異常を発見して対処することが重要であり、試薬や消耗品、

交換部品の予算計画を策定して、適宜必要な部品を入手できる体制を構築することが求められる。

これらの対応が迅速、かつ的確に実施できるようになれば、機材はより継続的に使用できるよう

になり、より質の高い安定した医療サービスが提供できるようになる。 

本計画によって整備される医療機材は、CHU ココディに初めて導入される機材や既存機材とは

異なる機材操作が必要になる機材が多く含まれている。機材使用者や維持管理部門の技術者は基

本的な操作技術や保守技術の習得は認められるものの、本計画で整備される医療機材の多くにつ

いては未習得である。そのため、機材使用者の機材操作技術や日々の点検作業、維持管理部門の

技術者の点検・修理技術の更新・習得を目指した技術指導により、CHU ココディ全体としての医

療サービスの質的な向上を図ることが求められている。 

CHU ココディ側も本計画で整備される機材の操作技術や保守技術の習得は必要と判断してお

り、2018 年 4 月～5 月にかけて実施された現地調査において、当該機材の操作技術や維持管理技

術に係るソフトコンポーネントの要請があった。 

機材の操作技術は初期操作指導にて対応するため、本ソフトコンポーネントは本計画で新たに

整備される機材の維持管理技術に係る内容とする。本ソフトコンポーネントの実施に当たっては

自立発展性の観点から、参加型ワークショップを行いながら計画・内容をまとめていく。一方的

なインプットで終わることが無い様、留意して実施する。また、技術の定着を図るため、第 1 回

目（機材据付直後）の技術指導から一定期間を置いて第 2 回目の技術指導を実施する。 

第 1 回目は新母子保健棟を担当する施設機材部門の技術者だけでなく、機材を使用する各診療

部門（産婦人科、小児科、新生児科）の機材使用者も対象に含め、医療機材の維持管理体制を構

築するための動機付けを行う。また、始業時／終業時、清掃、洗浄、消毒等の日常点検や定期的

に行う定期保守点検の項目を明確にする共に、短時間で同一レベルの点検が実施できるよう、点

検マニュアルやチェックシートを参加者が共同で作成する。さらに、各科は保有する日常点検チ

ェックリストや機材稼働状況、交換部品・消耗品の交換等の機材情報を集計し、維持管理部門へ

定期的に報告できるよう指導する。維持管理部門は各科からのデータを機材台帳に記録すると共

に、病院管理者（院長、維持管理担当副院長など）へ報告するための各種データの集計方法や機

材維持管理計画案・予算案の策定方法を指導する。 

第 2 回目は、第 1 回目現地指導で作成したチェックリストや日常点検技術、定期保守点検技術

を確認し、必要に応じて修正や再指導を行う。また、各科や維持管理部門からの定期的報告の報

告内容を確認し、必要に応じて報告項目の変更や修正を行う。この定期的報告は、機材維持管理
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計画策定に必要な情報であり、マネジメント体制の構築に必要なため、定着することを目指す。 

なお、病院内では維持管理部門に施設全体の機材台帳が存在するのみであり診療科毎の機材台

帳は存在せず、日常点検や定期保守点検用のフォーマットは維持管理部門にも各診療科にも存在

しない。そのため、維持管理部門の機材台帳については既存のものを新たに整備される機材を追

加する形で活用するが、日常点検や定期保守点検用のフォーマット及びマニュアル、並びに各科

に設置されている機材について各科が保有する予定の機材台帳フォーマットは本ソフトコンポー

ネントで新規作成する。 

2. ソフトコンポーネントの目標 

ソフトコンポーネントの成果に加え、相手国実施機関による継続的な活動の実施により、達成

されるべき目標は以下のとおりである。 

1. 医療機材に対する運営維持管理能力が向上し、計画的な点検作業を実施できるようになる。 

2. 年間の医療機材維持管理計画が作成され、予算化ができるようになる。 

 

 

3. ソフトコンポーネントの成果 

ソフトコンポーネント完了時に達成されるべき成果は以下のとおりである。 

 

技術指導内容 直接的成果 

機材の維持管理体

制強化・管理能力

向上の指導 

・ 研修参加者により、日常点検技術が習得される。 

・ 医療機材の維持管理部門により、機材使用者に対する日常点検作業の指導技

術が習得される。 

・ 医療機材の維持管理部門により、定期保守点検技術が習得されるとともに、

代理店との適切な連携体制が構築される。 

機材データ管理に

よる維持管理計画

の策定・予算案の

策定 

・ 院内の医療機材のデータ（使用履歴、消耗品・交換部品の交換履歴、日常点

検・定期点検・修理の履歴等）の記録・管理ができるようになる 

・ 次年度に必要な試薬・消耗品・交換部品名称と数量、経費が把握できるよう

になる。 

・ 代理店との保守契約を含めた年間の維持管理計画が作成され、予算案作成が

できるようになる。 

 

 

4. 成果達成度の確認方法 

ソフトコンポーネントの成果を確認する方法は次のとおりである。 

 

技術指導内容 確認方法 確認項目 

機材の維持管理体

制強化・管理能力

向上の指導 

・ 機材維持管理に係る作業フローチャート

を確認する。 

・ 機材使用者が行う日常点検に関する実施

記録を確認する。 

・ 機材使用者が行う日常点検に関する維持

管理部門の指導記録を確認する。 

・ 維持管理部門が行う定期保守点検に関す

・ 作業フローチャート 

・ 日常点検チェックシート 

・ 日常点検マニュアル 

・ 定期保守点検チェックシート 

・ 定期保守点検マニュアル 

・ 点検記録/計画書 

・ 機材台帳 
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る実施記録を確認する。 

・ 維持管理に係る機材台帳、各種フォーマ

ット、代理店とのやりとりを含む各種記

録書が整備、運用されていることを確認

する。 

機材データ管理に

よる維持管理計画

の策定・予算案の

策定 

・ 維持管理に必要な試薬・消耗品、交換部

品の管理体制が整備されていることを確

認する。 

・ 代理店との保守契約を含めた次年度の機

材維持管理計画（予算案、調達計画案）

を確認する。 

・ 試薬・消耗品・交換部品の入

出庫履歴（在庫管理）、修理

の履歴等の記録。 

・ 交換部品や消耗品の予算案。 

・ 交換部品や消耗品の調達計画

案。 

 

 

5. ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

成果に対する活動計画は下表に示すとおりである。 

 

各成果達成に向けた活動（投入計画）は以下のとおりである。 

（1）実施リソース 

1) 機材運用・保守管理指導技術者  ：日本人 1 名 

2) 現地傭人（通訳：英語－フランス語） ：コートジボワール人 1 名 

 

（2）活動計画 

活動：①事前国内準備、②第 1 回目現地指導、③国内作業、④第 2 回目現地指導、⑤国内

作業の詳細は以下のとおりである。 

① 事前国内準備 

機材運用・保守管理指導技術者は、第 1 回目の現地指導で想定される維持管理体制に関

する資料、各種フォーマット、業務フローチャート等を国内にて準備し、最初のワークシ

ョップにサンプルとして示せるようにする。また、技術指導実施に先立ち現地庸人と連携

しながら、病院長、機材維持管理部門、機材を使用する産婦人科、小児科、小児外科、新

生児科の医師や看護師、助産師と、実施スケジュールや研修実施場所、参加者のグループ

分けを調整する。併せて、現地にて使用する各種資料のフランス語翻訳作業調整・管理等

を進める。これら国内準備作業に要する日数は、5 日間とする。 

 

技術指導の対象機材は、本計画により新たに整備される以下の機材とする。 

 

診断・治療用機材 光線治療器、胎児心音ドップラー、インファントウォーマー、輸液

ポンプ、シリンジポンプ、パルスオキシメーター、カプノメーター、

ネブライザー 

画像診断用機材 超音波診断装置、移動型 X 線撮影装置、DR 

病室用機材 CPAP、保育器、人工呼吸器（小児用、搬送用含む）、酸素流量計 

患者監視用機材 患者監視装置、分娩監視装置、心電計 
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内視鏡 気管内視鏡、胃内視鏡、大腸内視鏡、膀胱内視鏡 

臨床検査用機材 自動血球計数装置、生化学分析装置、電解質分析装置、電子天秤、

双眼顕微鏡、遠心分離機、マイクロピペットセット 

手術室用機材 電気メス、麻酔器、手術灯（モニター/カメラ付、移動型含む）、移

動型吸引器 

その他 さく乳器、洗濯機、乾燥機、器具洗浄機、高圧蒸気滅菌装置、蒸留

水製造装置、除細動装置 

 

② 第 1 回目現地指導 

機材を使用する病院スタッフ、機材維持管理関係者に対し、ワークショップにより維持

管理体制構築に関しての啓発を行う。ワークショップにて、整備された機材について、既

存の機材台帳の更新、診療科毎の機材台帳や日常点検・定期保守点検用フォーマットやマ

ニュアル等の作成指導を行い、作成したフォーマット等にて維持管理の運用を行うことを

指導する。また、試薬・消耗品・交換部品の在庫管理指導や機材維持管理計画書（予算案、

調達計画案）作成の指導も行う。これらの技術指導は、日本より派遣される機材運用・保

守管理指導技術者が実施する。 

指導対象者は医師や看護師、助産師、技術者など、CHU ココディで診療活動を行ってい

る病院スタッフや機材維持管理部門の技術者である。CHU ココディは 24 時間体制の救急

医療機関であり、病院スタッフも 24時間体制に応じた勤務シフトとなっている。そのため、

通常業務に支障が出ないよう配慮することはもちろんのこと、各指導・ワークショップに

参加する病院スタッフの状況にも配慮し、無理なく参加できる環境を作ることが必要であ

る。また、同部門から多く参加してしまうと診療活動に支障が出る恐れや部門間の偏りが

発生し、点検技術や操作技術の習得に差が生じるため、少なくとも第 1 回目の現地指導で

は対象者が多い研修については同内容の指導を 2 回開催し、参加者数や所属部門、勤務シ

フトなどを調整し、どちらか片方の指導に参加してもらうように配慮する。 

なお、日常点検・定期保守点検用フォーマットやマニュアルは機材毎に作成されるが、

どこまでを日常点検の範囲とし、どこからを定期保守点検の範囲とするかは、機材使用者

を交えたフォーマット類の作成ワークショップにおいて参加者全員の共通認識の下で決め

ていく。機材を末永く使用するためには何が必要かという点を関係者に理解・納得させる

ため、点検方法の指導にあたっては定期保守点検についても機材使用者を対象に含める。 

第 2 回目の現地指導までの期間に、病院スタッフに各種フォーマットを実際に使用して

日常点検等を実施するよう促す。 

 
日
数 

曜
日 

指導内容 対象機材 対象部門 
想定参加
者数＊3 

1 土 移動       

2 日 移動       

3 月 
・機材保守管理の重要性にかかるセミナー 
・技術指導の実施計画内容・工程 
 
同内容を 2 回開催。どちらかに参加。 

  
医療従事者、機材維持管
理部門、なるべく全員 

約 50 名 

4 火 約 50 名 

5 水 ・機材維持管理システムフロー 
・作業フローチャートの作成 

全体システムに
ついて 

病院代表、各部門代表数
名、機材維持管理部門 

約 30 名 

6 木 約 30 名 
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日
数 

曜
日 

指導内容 対象機材 対象部門 
想定参加
者数＊3 

7 金 約 30 名 

8 土 約 30 名 

9 日 資料整理 

10 月 

・日常点検チェックシート、マニュアル、定期
保守点検チェックシートおよびマニュアルの
作成（機材ごと）  

診療科共通機
材*1 

産婦人科、小児科、小児外
科、新生児科の代表数名、
機材維持管理部門 

約 15 名 

11 火 約 15 名 

12 水 約 15 名 

13 木 約 15 名 

14 金 約 15 名 

15 土 約 15 名 

16 日 資料整理 

17 月 

・日常点検チェックシート、マニュアル、定期
保守点検チェックシートおよびマニュアルの
作成（機材ごと） 

科別機材*2 

産婦人科、小児科、小児外
科、新生児科、CSSD、放
射線科、薬局、内視鏡、検
査科の代表数名が対象の
機材の時間に参加、機材
維持管理部門 

約 15 名 

18 火 約 15 名 

19 水 約 15 名 

20 木 約 15 名 

21 金 約 15 名 

22 土 約 15 名 

23 日 資料整理 

24 月 各診療科における保守管理方法の指導： 
・作成されたチェックシート、マニュアルを用
いた日常点検の実施方法の実演指導 
・作成されたチェックシート、マニュアルを用
いた定期保守点検の実施方法の実演指導  
・医療機材の各種データ（使用履歴、消耗
品・交換部品の交換履歴、点検・修理の履
歴等）を診療科毎に管理する方法の指導 
・試薬、消耗品、交換部品の機材維持管理
部門への依頼方法の指導 

診療科共通機
材*1 

産婦人科、小児科、小児外
科、新生児科の医療スタッ
フ、機材維持管理部門 

約 50 名 

25 火 約 50 名 

26 水 約 50 名 

27 木 約 50 名 

28 金 約 50 名 

29 土 約 50 名 

30 日 資料整理 

31 月 各診療科における保守管理方法の指導： 
・作成されたチェックシート、マニュアルを用
いた日常点検の実施方法の実演指導 
・作成されたチェックシート、マニュアルを用
いた定期保守点検の実施方法の実演指導 
・医療機材の各種データ（使用履歴、消耗
品・交換部品の交換履歴、点検・修理の履
歴等）を診療科毎に管理する方法の指導 
・試薬、消耗品、交換部品の機材維持管理
部門への依頼方法の指導 

診療科共通機
材*1 

上に同じ 

約 50 名 

32 火 約 50 名 

33 水 約 50 名 

34 木 

科別機材*2 

産婦人科、小児科、小児外
科、新生児科、滅菌科、放
射線科、薬局、内視鏡、検
査科の医療スタッフが対象
の機材の時間に参加、機
材維持管理部門 

約 30 名 

35 金 約 30 名 

36 土 約 30 名 

37 日  

38 月 各診療科における保守管理方法の指導： 
・作成されたチェックシート、マニュアルを用
いた日常点検の実施方法の実演指導 
・作成されたチェックシート、マニュアルを用
いた定期保守点検の実施方法の実演指導 
・医療機材の各種データ（使用履歴、消耗
品・交換部品の交換履歴、点検・修理の履
歴等）を診療科毎に管理する方法の指導 
・試薬、消耗品、交換部品の機材維持管理
部門への依頼方法の指導 

科別機材*2 上に同じ 

約 30 名 

39 火 約 30 名 

40 水 約 30 名 

41 木 約 30 名 

42 金 約 30 名 

43 土 約 30 名 

44 日 資料整理 

45 月 機材維持管理部門における保守管理方法
の指導： 
・各診療科からの報告を含む医療機材の各
種データ（使用履歴、消耗品・交換部品の
交換履歴、点検・修理の履歴、代理店との
連絡等）を記録・管理する方法を指導 
・各診療科からの依頼に基づく試薬、消耗

対象全機材 
病院代表、機材維持管理
部門 

約 10 名 

46 火 約 10 名 

47 水 約 10 名 

48 木 約 10 名 

49 金 約 10 名 
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日
数 

曜
日 

指導内容 対象機材 対象部門 
想定参加
者数＊3 

品、交換部品の発注・在庫管理手法を指導 
・代理店との保守契約を含む機材維持管理
計画（予算案、調達計画案）作成を指導 

50 土 ・総括/報告/質疑応答   
全部門医療従事者はなる
べく全員参加、および機材
維持管理部門 

約 100 名 

51 日 移動       

52 月 移動       

＊1: 診療科共通機材（各診療科で共通して整備される機材）：光線治療器、胎児心音ドップラー、インファントウォーマー、

輸液ポンプ、シリンジポンプ、パルスオキシメーター、カプノメーター、ネブライザー、CPAP、保育器、人工呼吸器、酸素流

量計、患者監視装置、心電計、電気メス、麻酔器、手術灯、移動型吸引機、DR（クライアント PC） 
＊2: 科別機材（科別に整備される機材）： 

放射線科：超音波診断装置、移動型 X 線撮影装置、DR（サーバーやプリンター） 

産婦人科：分娩監視装置、さく乳器 

内視鏡部門：気管内視鏡、胃内視鏡、大腸内視鏡、膀胱内視鏡 

検査科：自動血球計数装置、生化学分析装置、電解質分析装置、電子天秤、双眼顕微鏡、遠心分離機、マイクロピ

ペットセット 

滅菌科：洗濯機、乾燥機  、器具洗浄機、高圧蒸気滅菌装置、 

薬局：蒸留水製造装置 

産婦人科、小児科、小児外科、新生児科：除細動装置 
＊3: 想定参加者数：各指導に参加する人数のことを指す。実演指導（24～36 日目）時は、機材ごとに時間割を作成し（対象者

の多い診療科共通機材については各機材 2 回実施）、自身の部門に関係する機材の実演指導が実施される際に参加者が指

導場所に赴く。 

 

③ 国内作業 

・第 1 回目の技術指導の結果のまとめを行う（1 日間）。 

・第 2 回目の事前準備を行う（2 日間）。 

第 2 回目に実施する臨床技術指導および機材運用・保守指導、管理体制構築につい

ては、実施前に CHU ココディに機材やマニュアルの使用状況、機材使用者や維持管理

部門の技術者からのコメント・評価等を確認した上で、事前に講義資料の準備や調整

を行う。 

 

④ 第 2 回目現地指導 

第 2 回目現地指導では、第 1 回目の現地指導に基づいて、病院スタッフが実際に行った

機材の保守管理状況を確認し、日常点検や定期保守点検の技術習得に曖昧な点が認められ

た場合、最終的な技術指導を実施する。実際にフォーマットやチェックリストを使用しな

がら実技の確認をするため、使用して感じた不具合・問題点・修正点等について協議し、

必要な修正を行う。さらに、機材の各種データ集計や定期的報告、機材維持管理計画（案）

についても最終確認し、適宜指導する。 

第 2 回目の現地指導で点検技術や保守技術、維持管理計画策定技術の定着を目指すが、

第 1 回目で既に全職員を対象とした指導を実施しているため、第 2 回目は日本より派遣さ

れる機材運用・保守管理指導技術者による直接の指導は必要最低限にとどめ、機材維持管

理部門の技術者を中心に病院スタッフ同士で教え合いながら保守管理方法を再確認するよ

う促していく。機材運用・保守管理指導技術者は各指導中に補足説明や誤った知識の修正
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を適宜行いつつ、スタッフ間での技術移転の重要性や、今後も定期的にチェックシートや

マニュアル等を見直していくことの重要性について認識させる。 

病院長や機材維持管理担当副院長などに対して、本ソフトコンポーネントの完了報告は

機材運用・保守管理指導技術者が行う。 

 

日
数 

曜
日 

指導内容 対象機材 対象部門 
想定参加
者数 

1 土 移動       

2 日 移動       

3 月 

・ 機材維持管理システムフロー、作業フ
ローチャートの修正 

全体システムについて 
病院代表、各部門代表数
名、機材維持管理部門 

約 30 名 

4 火 約 30 名 

5 水 約 30 名 

6 木 ・ 日常点検チェックシートの修正 
・ 日常点検マニュアルの修正 
・ 定期保守点検チェックシートの修正 
・ 定期保守点検マニュアルの修正 

全対象機材 

産婦人科、小児科、小児
外科、新生児科の代表数
名、機材維持管理部門 

約 15 名 

7 金 約 15 名 

8 土 約 15 名 

9 日 資料整理 

10 月 各診療科における保守管理方法の再確
認と再指導： 
・チェックシートを用い日常点検の実施方
法を実演させ、必要に応じて再指導 
・チェックシートを用い定期点検の実施方
法を実演させ、必要に応じて再指導 
・医療機材の各種データ（使用履歴、消
耗品・交換部品の交換履歴、点検・修理
の履歴等）の診療科毎の管理状況を確
認し、必要に応じて再指導 
・試薬、消耗品、交換部品の機材維持管
理部門への依頼状況を確認し、必要に
応じて再指導 

診療科共通機材 

産婦人科、小児科、小児
外科、新生児科の医療ス
タッフ、機材維持管理部
門、および機材維持管理
部門 

約 50 名 

11 火 約 50 名 

12 水 約 50 名 

13 木 約 50 名 

14 金 約 50 名 

15 土 約 50 名 

16 日 資料整理 

17 月 各診療科における保守管理方法の再確
認と再指導： 
・チェックシートを用い日常点検の実施方
法を実演させ、必要に応じて再指導 
・ チェックシートを用い定期点検の実施
方法を実演させ、必要に応じて再指導 
・医療機材の各種データ（使用履歴、消
耗品・交換部品の交換履歴、点検・修理
の履歴等）の診療科毎の管理状況を確
認し、必要に応じて再指導 
・試薬、消耗品、交換部品の機材維持管
理部門への依頼状況を確認し、必要に
応じて再指導 

科別機材 

産婦人科、小児科、小児
外科、新生児科、滅菌科、
放射線科、薬局、内視鏡、
検査科の医療スタッフが対
象の機材の時間に参加、
および機材維持管理部門 

約 30 名 

18 火 約 30 名 

19 水 約 30 名 

20 木 約 30 名 

21 金 約 30 名 

22 土 約 30 名 

23 日 資料整理 

24 月 機材維持管理部門における保守管理方
法の再指導と再確認： 
・各診療科から報告を含む医療機材の
各種データ（使用履歴、消耗品・交換部
品の交換履歴、点検・修理の履歴、代理
店との連絡等）を記録、管理する方法を
確認、必要に応じて再指導 
・各診療科からの依頼に基づく試薬、消
耗品、交換部品の発注・在庫管理手法
を確認し、必要に応じて再指導 

全対象機材 
病院代表、機材維持管理
部門 

約 10 名 

25 火 約 10 名 

26 水 約 10 名 

27 木 約 10 名 
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日
数 

曜
日 

指導内容 対象機材 対象部門 
想定参加
者数 

・代理店との保守契約を含む機材維持
管理計画（予算案、調達計画案）を確認
し、必要に応じて再指導 

28 金 
・総括 
午前と午後で同内容を開催。 
どちらかに参加。 

全体システムについて 
全部門医療従事者はなる
べく全員参加、および機材
維持管理部門 

約 100 名 

29 土 病院長および保健省への報告       

30 日 移動       

31 月 移動       

 

技術指導に想定される専門家の現地派遣期間は以下のとおりである。 

1) 機材運用・保守管理指導技術者  ：日本人 1 名 

現地派遣期間：第 1 回目 1.73MM（国間移動 4 日間、指導 47 日間、報告と今後の予

定等の協議 1 日） 

第 2 回目 1.03MM（国間移動 4 日間、指導 26 日間、総括と報告 1 日） 

 

2) 現地傭人（通訳：英語－フランス語・業務調整） ：コートジボワール人 1 名 

期間：第 1 回目 1.40MM（通訳業務 42 日間） 

第 2 回目  0.80MM（通訳業務 24 日間） 

*各種資料の翻訳業務は通訳業務と分けて発注 

 

⑤ 国内作業 

第 2 回目の技術結果をまとめ、最終レポートとしてソフトコンポーネント完了報告書を作成する

（3 日間）。 

 

6. ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

本ソフトコンポーネントは、調達機材の全般に対する専門的知識を有し、医療機材の維持管

理の指導が可能な技術者が実施する。コートジボワール共和国では、調達機材の運営維持管理

に精通している技術者の採用は困難であるため、日本人コンサルタントを対象病院へ派遣し、

技術指導を実施する。 

 

 

7. ソフトコンポーネントの実施工程 

現段階における実施工程（案）は以下のとおり。実施に当たっては、CHU ココディ側関係

者と機材運用・保守管理指導技術者による協議・検討を踏まえ最終実施工程を確定すること

とする。 
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全体工程表（案） 

 
実施工程 

（E/N 締結から） 

1 
 
 

2 
 

3 4 30 31 32 33 34 35 36 37 38 
 

39 
 

40 
 

実施

工程 

施設施工工程 
                              

機材調達工程 
                              

                                

ソフトコンポー
ネント実施 

       1 回目     2 回目          

専門家

派遣 

機材運用・保守管
理指導技術者 

                       

成果品 

               

 

 

8. ソフトコンポーネントの成果品 

施主及び日本側への完了報告書の他、ソフトコンポーネントの成果品として次を予定する。 

① 作業フローチャート 

② 日常点検チェックシート 

③ 日常点検マニュアル 

④ 定期保守点検チェックシート 

⑤ 定期保守点検マニュアル 

⑥ 点検記録/計画書 

⑦ 機材台帳 

⑧ 維持管理計画書（案） 

⑨ ソフトコンポーネント完了報告書 

 

9. 相手国実施機関の責務 

本ソフトコンポーネントは、CHU ココディに整備される医療機材の運営維持管理体制を向

上させ、安全性及び持続性を確保するために実施される。そのため、各指導は可能な限り CHU

ココディ側の自発的な活動を促す手法をとる。 

ソフトコンポーネント実施前には、保健省及び CHU ココディは機材運用・保守管理指導技

術者や現地庸人との事前調整に積極的に協力しながら対象となるスタッフを新規雇用も含め

て選定し、実施中は各科が責任を持ち各指導にスタッフを参加させる。 

また、本ソフトコンポーネントで習得された技術が定着して習慣化されるために、病院長

と維持管理担当副院長は医療機材の維持管理部門の業務を監督すると共に、医療機材の維持

管理業務が医療施設運営の中で重要な業務として位置づけられるよう、指導力を発揮するこ

とが望まれる。さらに、機材使用者の上長に当たる各診療科長は、安全な医療サービスを継

続して提供するために、自身の診療科における使用前後の点検、清掃、消毒等の点検作業が

確実に実行されるよう指導、監督することが重要である。 

… 

国内業務 

進捗状況報告 

現地業務 

完了報告書 
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本ソフトコンポーネントで対象としている医療機材は本計画で整備される機材に限定され

るが、ここで習得される技術や手法は本棟の他の医療機材や診療科にも十分応用可能である。

全診療科における各種点検作業が導入され、医療機材の維持管理体制が強化されることにな

れば、CHU ココディとしての医療サービスの向上を図ることができる。本ソフトコンポーネ

ントをモデルケースとして、病院全体に技術や手法が普及されるよう、病院長や副院長の指

導力が期待される。 

さらに、本計画により整備される機材の継続的な稼働には、消耗品や交換部品の購入予算

の確保も重要な要素となる。病院長や維持管理担当副院長、維持管理部門長は機材の稼働状

況、消耗品や交換部品の在庫状況を把握し、次年度の予算案に基づいた予算を確保すること

も重要な責務である。 

 



 

資料７．収集資料リスト 

 

 資料名 発行年 種類 発行機関・入手機関 

1 CHU ココディ 既存救急棟平面図 2015 年 コピー CHU ココディ/MSHP 

2 CHU ココディ 既存救急棟コンセント TEL 平面図 2015 年 電子ﾃﾞｰﾀ CHU ココディ/MSHP 

3 CHU ココディ 既存救急棟照明平面図 2015 年 電子ﾃﾞｰﾀ CHU ココディ/MSHP 

4 CHU ココディ 既存救急棟防災平面図 2015 年 電子ﾃﾞｰﾀ CHU ココディ/MSHP 

5 CHU アングレ 配置図・平面図 n.d. 電子ﾃﾞｰﾀ CHU アングレ/MSHP 

6 CHU ココディ周辺 電力幹線図 n.d. コピー CIE 

7 CHU ココディ周辺 給水計画図 n.d. コピー SODECI 

8 医療ガス設置基準 仏規格 FD S90-155 2016 年 コピー SOACI 

9 Enquête Démographique et de Santé Côte d’Ivoire 

1998-1999  
2001 年 PDF DHS  

10 Enquête sur les Indicateurs du Sida Côte d’Ivoire 2005 2006 年 PDF DHS  

11 ENQUÊTE DÉMOGRAPHIQUE ET DE SANTÉ ET À 

INDICATEURS MULTIPLES (EDS-MICS) 2011-2012 
2013 年 PDF DHS  

12  PLAN NATIONAL DE DEVELOPPEMENT 

SANITAIRE 2016-2020.MINISTERE DE LA SANTE ET 

DE L’HYGIENE PUBLIQUE 

n.d. PDF MSHP 

13 Rapport Provisoir Ressources Humaines de la Sante en 

Cote D'ivoir 2170 
2017 年 PDF MSHP（PDF） 

14 Programme du secteur santé:« Promotion de la Couverture 

sanitaire universelle axée sur la femme, l’enfant et 

l’indulgent »2018 

2018 年 PDF MSHP 

15 RAPPORT ANNUEL SUR LA SITUATION SANITAIRE 

2015 
2016 年 PDF MSHP 

16 RAPPORT ANNUEL SUR LA SITUATION SANITAIRE 

2016 
2017 年 PDF MSHP 

17 Document de C2D de l’AFD n.d. PDF AFD 

18 RAPPORTFINANCIERDE L'ORDONNATEUR 

AU31DECEMBRE2016  
n.d. PDF CHU ココディ 

19 RAPPORTD'ACTIVITES DU CHUDECOCODY 

AU31DECEMBRE2016 
n.d. PDF CHU ココディ 

20 保健セクター情報収集・確認調査 コートジボワール

共和国 保健セクター分析報告書 
2012 年 PDF JICA 

 



 

  資料名 発行年 種類 発行機関・入手機関 

21 コートジボワール国 大アビジャン圏 都市整備計画

策定プロジェクト 
2015 年 PDF JICA 

22 CHU ココディ職員年次推移 2013-2017  n.d. エクセル CHU ココディ 

23 CHU ココディ産婦人科職員内訳（病棟）2013-2017 n.d. PDF CHU ココディ 

24 CHU ココディ小児外科職員内訳（病棟）2013-2017 n.d. PDF CHU ココディ 

25 CHU ココディ小児科職員内訳（病棟）2013-2017 n.d. PDF CHU ココディ 

26 CHU ココディ産前検診項目 n.d. PDF CHU ココディ 

27 CHU ココディ救急棟手術件数 2012-2016 n.d. PDF CHU ココディ 

28 CHU ココディ小児科入院患者内訳 2017 n.d. PDF CHU ココディ 

29 CHU ココディ小児外科（旧棟）手術件数 2017 n.d. PDF CHU ココディ 

30 CHU ココディ小児外科（新棟）手術件数 2017 n.d. PDF CHU ココディ 

31 CHU ココディ産科手術件数 2017 n.d. PDF CHU ココディ 

32 CHU ココディ婦人科手術件数 2017 n.d. PDF CHU ココディ 

33 CHU ココディ地質調査報告書 2018 PDF AGTS 社 

34 CHU ココディ測量図 2018 PDF ATK 社 
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8-1 自然条件調査抜粋
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1. INTRODUCTION

1.1. MISSIONS

As part of project to build a R+4 building at the University Hospital Center of Cocody at Abidjan, Republic

of Ivoiry Cost, the Japanese office YOKOGAWA Architects & Engineers Inc. has requested the AGTS

CI Geotechnical Engineering Office, a subsidiary of APAVE International for a mission

Geotechnical type Preliminary Project Phase.

This study was carried out in accordance with our offer N ° O.0084-04-2018

The study is framed by the standard 94-500 of the geotechnical engineering missions of the AFNOR-

USG of November 2013, relating to stages of development and realization of any project:

STEP1 : Preliminary geotechnical study

- Site Survey

- General Principles of construction

STEP 2 Conception geotechnical study

- Preliminary project phase

- PRO : Project phase

- DCE / ACT

STEP 3: Geotechnical studies of realization
- Survey and geotechnical monitoring in execution phase (G3)

o Survey phase

o Monitoring phase

- Geotechnical supervision in execution phase (G4)

o Survey phase

o Monitoring phase

STEP 4: Survey of geotechnical specific element

- Geotechnical diagnostic (G5)

This report was :

 Written by Thierry SOMBIE, Civil Engineer / Geotechnician for 5 years at the Higher Institute of

Technological Studies of Sfax / Tunisia (ISET-Sfax).

 Verified Patrice KOUAKOU, Mining Geologist Engineer for 15 years of the School of Mines and

the Faculty of Sciences and Techniques Gueliz M.Sc (Marrakech)

 Approved by Ilija PETKOVSKI, Geologist / Geotechnical Engineer since 10 years of Sorbonne

University (Paris)

The objectives of this study are:

The apprehension of the geological, hydrogeological and geotechnical characteristics of soils

to the right of the project and the presentation of the general principles of construction of the

geotechnical works, namely:



YOKOGAWA Architects & Engineers - R+4 building project for hospital used http://agtsci.com

_________________________________________________________________________________
Ivoiry Coast : Abidjan

 The bearing capacity of the ground to the right of the foundations of each structure.

 Possible foundations for the right of each structure

 The nature and thickness of the materials that make up the subsoil.

Our mission type Preliminary project phase stops at the delivery of this report. It will have to be

followed:

STEP 2 : Conception geotechnical study

- PRO : Project phase

- DCE / ACT

STEP 3: Geotechnical studies of realization
- Survey and geotechnical monitoring in execution phase (G3)

o Survey phase

o Monitoring phase

- Geotechnical supervision in execution phase (G4)

o Survey phase

o Monitoring phase

STEP 4: Survey of geotechnical specific element

- Geotechnical diagnostic (G5)

The character of this study is strictly geotechnical. Aspects related to the search for possible

pollution or the characterization of buried structures and the impact of archaeological remains

and excavations and the study of sanitation devices are excluded. No analysis of the hazards

(hydrological and flood, seismic, environmental and historical) of the site is carried out.

Similarly, studies related to soil corrosion are not included in this dossier. The study of the

overall stability of the site for a possible failure under slip (circular or not) is not analyzed either.

However, all these different aspects can be analyzed at the request of the Owner by applying a

specific test program accompanied by extensive bibliographic research.
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1.2. STANDARS

he polls campaign, as well as our study follow the French standards and documents and more

particularly:

 NF P 94-116 / EN ISO 22476-3 Corer penetration test (SPT)

 NF P 94-261 - Geotechnical calculation - Superficial foundations (June 2013)

 Paper 62 - Title V

 Eurocode 7 NF P 94 - 262: Calculation of deep foundations

 DTU 13.3 - Design, calculation and execution of pavements (March 2005)

 DTU 14.1: Casing works (May 2000)

 Technical Guide for Embankments and Layers (September 1992)

 Description - Identification - Soil designation according to standard NF P 94-011

 Straight Shear Test NF P 94 – 071-1

1.3. DESCRIPTION OF THE PROJECT IN STADIUM OF OUR MISSION

The project concerns the construction of a R+4 building without basement for a hospital use.

At this stage, no precise information on the completed works has been transmitted:

TYPE OF BUILDING ENVISAGED: Reinforced concrete and masonry

CHARGES TO BE TAKEN INTO ACCOUNT: No precise information about it.

WORKS OR PARTIES CONCERNED BY THE MISSION:

NEED FOR ADDITIONAL DOCUMENTS TO UNDERSTAND THE PROJECT.

 Profiles of the structure and the current and future natural terrain in dwg format.

 Plans and details of future works to build

 Plan of descents of loads of the work

 Profiles of the structure and the current and future natural terrain in dwg format.
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2. GEOTECHNICAL PRELEMINARY PROJECT PHASE

2.1. SITOLOGICAL AND GEOLOGICAL CONTEXT

The site is located at Abidjan Republic of Ivoiry Coast specifically inside of the University Hospital Center

of Cocody.

The geological map of the city of Abidjan located Cocody’s district on the clayey sand

In this context the water table is at varying depths despite the proximity of the site with the Cavally River.

The compactness and the properties of theses soils vary according to the constitutive elements,

consequence of the different stages of their geological formation.

Project site location

2.2. NATURAL RISKS

According to the testimonies and available archival material, it appears that the site presents potential

natural risks of:

 Presence of remains (modern demolitions)

 Presence of polluted soils for landfill or deep embankments (inhabited site)

 Development of collapses or other types of surface subsidence from natural and / or

anthropogenic origin
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3. INVESTIGATIONS ACHIEVED

3.1. IMPLANTATION AND ALTIMETER SETTING

The layout diagram for the different survey points is shown in the appendix to this report and the

coordinates taken using the hand-held GPS are shown in the table below.

These points are been implanted on site in the presence of one representative of Yokogawa.

SONDAGES X Y

SPT 1 389882 590959

SPT 2 389857 590983

SPT 3 389874 590970

SPT 4 389895 590964

Well 1 389848 590976

Well 2 389869 590965

Well 3 389876 590990

Well 4 389891 590969

3.2. STANDARD PENETRATION TEST (SPT) INVESTIGATIONS

 4 boreholes type geological surveys with Standard Penetration Tests at intervals of 1,00m depth.

 Worn to lengths ranging to 15,00m compared to TN according to customer requirements

 101mm corer

These soundings were carried out under the guidance of a geotechnical engineer, with readings of the

crossed lithological sections, observations on the difficulties of penetration of the corer into the ground.

The purpose of the Standard Penetration Test is to determine, at the base of a borehole, the resistance

of the soil to the dynamic penetration of a corer into two half-shells and the removal of sample reworked

for identification purposes.

The principle of the test is to push a corer into the ground by dropping a hammer weighing 64kg on an

anvil or threshing head, 750mm high. The number of strokes (N) required to penetrate the corer 300mm

(after penetration under its own weight and after a priming sink) is the dynamic resistance.

The reports of the completed SPT tests are appended to this Geotechnical Study Report.

3.2.1 SPT RESULTS

The results of the investigations carried out are mentioned in the minutes of the SPT tests carried out

and appended to this geotechnical survey report.

The number N which constitutes the dynamic resistance can be corrected in the presence of the sheet,

Terzaghi and Peck (1957) recommend to correct the measured number Nm (when it is greater than 15)

by the following corrective relation:

NSPT = 15 + (Nm - 15) x 0.5.
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The energy losses induced by the threshing device due to friction and other parasitic phenomena. The

current practice is to consider an energy worth 60% of the theoretical energy. The number of base shots

is N60. It is then necessary to correct the values N according to the following equation.

N60 = NSPT x CN x CE x CB x CR x CS

The parameters constituting the above relationship are defined in the table below.

Factor Range of variation Term Correction

Level of constraint
Normally consolidated soil

CN
0,5 < (200 / (70+σ’v)) < 1,7 

Overconsolidated soil 0,5 < (179/(70+σ’v)) < 1,7 

Energy rate
Ring hammer

CE

0,5 to 1

Slender hammer 0,7 to 1,2

Automatic threshing 0,8 to 1,3

Drilling diameter
70 to 100 mm

CB

1

150 mm 1,05

200 mm 1,15

Stem length

< 4 m

CR

0,75

4 to 6 m 0,85

6 to 10 m 0,95

> 10 m 1,00

corer
Without inner play

CS
1,0

With indoor game 1,1 to 1,2

Effectiveness of the hammer Em mgh

Finally, the value of N70 is determined by the following formula:

N70 = (N60 x 60) / 70

The value N70 thus determined will serve as a parameter for the calculations of the foundations of the

structure to be produced.

3.2.2 LITHOLOGY AND GEOTECHNICAL

The analysis of the lithological sections of the different holes makes it possible to schematize the li-

thology in the following way:

- Description by layer:

1.) Presence at the top, of a layer 0 as well in SPT drilling tests as cores; composed mainly

of brownish clayey sand. This layer is represented as follows

SPT drilling tests SP1 SPT2 SPT3 SPT4

Roof depth - Top of the diaper (m) 0,00 0,00 0,00 0,00

Wall depth (m) - Base of the layer (m) 1,00 1,00 6,00 5,00

Thickness (m) 1,00 1,00 6,00 5,00
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1.) Presence below of a layer 1 as well in SPT drilling tests as cores; composed mainly of reddish

clayey sand. This layer is represented as follows

SPT drilling tests SP1 SPT2 SPT3 SPT4

Roof depth - Top of the diaper (m) 1,00 1,00 6,00 5,00

Wall depth (m) - Base of the layer (m) 15,00* 15,00* 15,00* 15,00*

Thickness (m) 14,00* 14,00* 9,00* 10,00*

*Depth of drilling

The characteristic values retained for this layer are:

Nspt*k = 8.

REMINDER: The characteristic value chosen is a conservative value retained by the

geotechnician

Faible Modeste Moyenne Elevée Très élevée

8,00
7,00
9,00
9,00
8,00
9,00
8,00
8,00
8,00
8,00
7,00
9,00
9,00 10,00
9,00 10,00
8,00 10,00
8,00 10,00
7,00 10,00
6,00 11,00
8,00 10,00
6,00 10,00
9,00 10,00
9,00 10,00
8,00 10,00
8,00 10,00
9,00 13,00

5,00 9,00 11,00
5,00 9,00 11,00
5,00 9,00 11,00
2,00 7,00 11,00
4,00 7,00 10,00
3,00 7,00 10,00
2,00 8,00 10,00 16,00 Nspt

0 5 10 15 20 >30
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3.2.3 BEARING CAPACITY AND SETTLEMENT

The determination of the bearing capacity of the soil will be made following the method of Meyerhof

(1956) mentioned in the Canadian Geotechnical Society (1958) CFEM: ‘’Shallow Footings-Parts2’’,

pages145-159 for the calculation of superficial foundations by:

Qa = 12.N.Kd (kPa) ; if B < 1,2m

Qa = 8.N.Kd (kPa) ; if B > 1,2m

Kd is the deep factor and ; Kd = 1 + 0,33.D/B if D/B < 1 and Kd = 1,3 if D/B > 1

Hypothesis: we will consider insulated soles of DxB = 2,0 x 2,0 (m) anchored at D = 3,0m depth

By calculation: Qa = 8 x 8 x 1 + 0,33 x (3/2) = 95,68kPa.

So we well consider the value of

Qa = 0,100MPa like soil bearing capacity

The determination of the settlement will be made following the method of Anagnostopoulos (1990).

s =
�,��.�^�,��.�^�,�

�^�,�

With : B = 2,00m ; N = 8 ; q =100kPa

s =
�,��.���^�,��.�^�,�

�^�,�
=17,45mm

3.3. WELL BY HANDS INVESTIGATIONS

At the request of the customer, well of dimension (2,00 x 2,00 x 2,00) were made by hands. Photography

of these well are attached as an appendix to this report. On these pictures, we can see the lithology of

soil investigated.

The cutting from wells sent to the laboraty for identification and mechanical geotechnicals tests.

3.4. LABORATORY TETS

Identification and mechanical tests were carried out in the laboratory on soil samples. Due to the nature

of the soils present on the site of the future building (predominance of sand).

Intacts samples could not be sampled for oedometric compressibility tests. Instead, we performed

straight shear test

The identification tests make it possible to classify the soil which will serve as support for the future

building R + 4 following the classification of the road grading guide in(GTR) B6.
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Well ID
Dmax ≤ 

50mm

% passers

80µm

% passers

2mm

Plasticity

index

GTR

classification

Well 1 Yes 22,88 99,75 21,10 B6

Well 2 Yes 25,72 100 21,00 B6

Well 3 Yes 25,84 100 22,30 B6

Well 3 Yes 27,47 100 20,00 B6

The summary of the results of the mechanical tests is given in the table below.

Sample from
Cohesion

(kPa)

Friction angle

(°)

SPT1 29,60 6,84

SPT2 29,80 20,10

SPT3 30,90 11,70

SPT4 27,80 16,00

Results of these laboratory tests are attached as an appendix.
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4. INTERPRETATION OF INVESTIGATIONS RESULTS

4.1. LITHOLOGY AND GEOTECHNICS

The analysis of the lithological sections of the different holes makes it possible to schematize the

lithology in the following way:

Description by layer:

1.) Presence of the organic topsoil (layer 0.R) on a maximum depth varying from 0 to 20cm

in part according to the sampling points.

2.) Presence below a layer 1 composed of clayey sand, variant color of brownish to

reddish according to the sampling points. With from good to bad compactness

No presence of lateritic cuirass or rocky layer to cause the refusal of penetration tool in the corer

for values of N> 50 strokes.
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5. GEOTECHNIC ALEAS

The geotechnical hazards are in relation, among others, with:

5.1. GEOLOGY

Probable variations of the interface between the layers O.R and 1 and therefore of their thicknesses

 Variations in the nature and compactness of layer

 Presence of more or less coarse elements within layer 1

 Potential presence and variations of layer 1 argillosity

5.2. HYDROLOGY

 • Erratic circulation within the clay sands due to the sandy passes resulting in the fines can be

at the origin of the phenomenon close to that of the concretes

 • Regional tablecloth recognized by our surveys

5.3. NATURE OF MATERIALS

 Scour sensitivity of diapers 1

 Potential presence (but not noted by our soundings) of surface-altered material

5.4. ENVIRONMENT

 The proximity of the mining site in operation is to be taken into account.
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6. GENERAL PRINCIPLES OF REALIZATION OF EARTHWORKS

The project may require the supply of heavy equipment involving the creation of construction tracks and

proper lift platforms.

It is better to use tracked machines and tracks for wheeled machines. The lift is likely to be weak after

the return of rainy sequences, and as a result of the reworking of the site.

The geotechnical hazards are in relation, among others, with:

6.1. REALIZATION OF THE EARTHWORKS

The materials concerned are materials of layer 0.R and 1. We advise:

 Stripping of the "Earth Plant" horizon, it will be stored, closed and re-used as such

 The deposit of the materials of layers 1 involved in the excavation, unless used in modeling

 Excavation will be done by shovel in retro, well flat bucket not to overhaul the arches terrassées.

The association of a BRH can be useful in the case of buried remains and / or significant block

measurements

 the supply of granular materials for the realization of platform.

We recommend earthworks in favorable weather conditions (no rain). In case of unfavorable weather,

given the sensitivity of the support soils, we recommend stopping the site. The arases must be received

by a geotechnician as part of a G4 mission, in order to verify the absence of anomaly and guide any

additional purges including the right layer 1.

6.2. SANITATION AND DRAINAGE PROVISION

Work will be considered to adjust the full mass with slope shapes to allow the flow of meteoric water to

a temporary peripheral drainage, or to integrate into the final drainage.

In the final phase, provision will be made for the installation of a peripheral drainage, the outlet of which

will have to be defined by the project team. We will prohibit any infiltration into the environment of struc-

tures to build.

Given the sensitivity of the soil to water, care must be taken not to infiltrate the surface water by water-

proofing the surfaces and make sure to model the lands so as to avoid runoff from the structures around

the buildings.

This peripheral drainage should be carried out respecting the following basic principles:

 Drainage granular input materials over the entire height of the trench, except for the Earth Plant

which can cover it on the surface (provided to insert an anti-contaminant geotextile)

 Integral protection of the draining material with anti-contaminant geotextile, so as to prevent its

clogging in the medium and long term by hydraulic drive of the fines of the surrounding soil

(Upper Vegetal Earth included)

 Installation of a drain next to the foundation, at the side overhang, waterproofing the bottom of

the excavation

 Connection of the drain to an outlet. It is excluded to re-infiltrate the waters in the environment

of the foundations.
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The arases under the pavement layer will be sloped towards the perimeter network to avoid any stag-

nation phenomenon.
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7. PRINCIPLE OF FOUNDATION

7.1. PRINCIPLE OF FOUNDATION AND CRITERION OF ASSIS

For the foundations of the works to be constructed as part of this project, which is the subject of this

geotechnical study, it is possible to consider superficial foundation

7.2. LIFT

The bearing capacity of the foundation soil will be determined from the SPT values obtained during this

campaign.

These values are available on the minutes of the (test sheets) annexed to this report.

7.3. ESTIMATE OF SETTLEMENTS

The settlements are to be developed according to the characteristics of the footbridge and according to

the geometry of the foundations, the settlements should be admissible subject to a good execution of

the foundations and in favorable meteorological situation.

7.4. SUJETION OF EXECUTION

They are related:

 Mass grading and disposal of existing materials

 To the protection of the platform and water management in case of heavy rains at the time of

construction by pumping devices

 The verification, as part of a G4 mission, of the grounded arase before implementation of the

layers of forms to ensure the absence of bags or compressible and evolving materials and

buried remains

 The sensitivity of soils to water and remodeling. We will ensure the immediate casting of foun-

dations from the opening and the progress

 The quality of earthworks excavations with manual finishing so as not to overhaul the founda-

tion soils

 To the possible association of a BRH for possible horizons loaded in gros-sink elements not

recognized by our surveys

 Management of non-infiltration of surface runoff in the building environment during the con-

struction phase and after construction

.
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NOTES



NOTES 1: Plan of implantation of tests
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NOTES 2: : Minutes of the SPT tests



1,0 1,0 6 8 8 16

2,0 2,0 4 4 4 8

3,0 3,0 4 4 3 7

4,0 4,0 3 4 3 7

5,0 5,0 3 3 4 7

6,0 6,0 3 4 5 9

7,0 7,0 3 4 5 9

8,0 8,0 4 4 5 9

9,0 9,0 4 5 5 10

10,0 10,0 3 5 5 10

11,0 11,0 4 5 5 10

12,0 12,0 4 5 6 11

13,0 13,0 5 5 6 11

14,0 14,0 5 5 6 11

15,0 15,0 3 5 6 11

16,0 16,0 0

Project : R+4 building at University Hospital Center of Cocody - Abidjan Start date : 30/04/2018

MECANIQUE DES SOLS - GEOTECHNIQUE ROUTIERE - GEOLOGIE – HYDROLOGIE ETUDES
GEOPHYSIQUES - ETUDES HYDROLOGIQUES- ASSISTANCE TECHNIQUE - MAITRISE D’ŒUVRE des

TRAVAUX de FONDATIONS - SONDAGES MECANIQUES -ESSAIS IN SITU - AUSCULTATION et
INSTRUMENTATION

LABORATOIRES D’ESSAIS et de CONTROLE

SPT Borehole ID : 01

Customer : YOKOGAWA Architects & Engineers Inc. Water level : No water

STANDARD PENETRATION TEST REPORTING (NF EN ISO 22476-3)

Location : X : 389882 Y : 590959 Z : End date : 03/05/2018

Equipements :FUTURO/FORDIA Reported by : Yao Innocent101 mmDiameter

N

OPERATOR : ALLEPO EMILE

Depth (m) Lithology
Test Depth

(m)
N0 N1 N2

16

8

7

7

7

9

9

9

10

10

10

11

11

11

11

0,0

1,0

2,0

3,0

4,0

5,0

6,0

7,0

8,0

9,0

10,0

11,0

12,0

13,0

14,0

15,0

16,0

0 10 20 30 40 50N0 N

Brownish Clayey Sand
(Layer 0)

Reddish Clayey Sand
(Layer 1)

11 BP 1955 ABIDJAN 11



1,0 1,0 6 7 6 13

2,0 2,0 3 4 5 9

3,0 3,0 3 4 4 8

4,0 4,0 3 4 4 8

5,0 5,0 4 4 5 9

6,0 6,0 3 5 5 10

7,0 7,0 3 4 5 9

8,0 8,0 3 5 5 10

9,0 9,0 3 5 5 10

10,0 10,0 3 5 5 10

11,0 11,0 3 5 5 10

12,0 12,0 3 5 5 10

13,0 13,0 3 5 6 11

14,0 14,0 3 3 3 6

15,0 15,0 2 4 4 8

16,0 16,0 0

Start date : 04/05/2018

MECANIQUE DES SOLS - GEOTECHNIQUE ROUTIERE - GEOLOGIE – HYDROLOGIE ETUDES
GEOPHYSIQUES - ETUDES HYDROLOGIQUES- ASSISTANCE TECHNIQUE - MAITRISE D’ŒUVRE des

TRAVAUX de FONDATIONS - SONDAGES MECANIQUES -ESSAIS IN SITU - AUSCULTATION et
INSTRUMENTATION

LABORATOIRES D’ESSAIS et de CONTROLE

SPT Borehole ID : 02

Water level : No water

STANDARD PENETRATION TEST REPORTING (NF EN ISO 22476-3)

Customer : YOKOGAWA Architects & Engineers Inc.

Project : R+4 building at University Hospital Center of Cocody - Abidjan

Location : X : 389857 Y : 590983 Z : end date : 05/05/2018

Equipements :FUTURO/FORDIA Reported by :Yao Innocent101 mmDiameter

N

OPERATOR: ALLEPO EMILE

N0 N1 N2Depth (m) Lithology
Test Depth

(m)

13

9

8

8

9

10

9

10

10

10

10

10

11

6

8
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1,0

2,0

3,0

4,0

5,0

6,0

7,0

8,0

9,0

10,0

11,0

12,0

13,0

14,0

15,0

16,0

-5 5 15 25N0 N

Brownish Clayey Sand
(Layer 0)

Reddish Clayey Sand
(Layer 1)

11 BP 1955 ABIDJAN 11



1,0 1,0 1 1 1 2

2,0 2,0 1 2 1 3

3,0 3,0 2 2 2 4

4,0 4,0 2 3 3 6

5,0 5,0 3 4 3 7

6,0 6,0 4 5 5 10

7,0 7,0 4 5 5 10

8,0 8,0 5 4 6 10

9,0 9,0 4 4 4 8

10,0 10,0 4 4 4 8

11,0 11,0 3 4 5 9

12,0 12,0 4 5 4 9

13,0 13,0 4 5 4 9

14,0 14,0 3 4 3 7

15,0 15,0 3 4 4 8

16,0 16,0 0

Start date : 09/05/2018

MECANIQUE DES SOLS - GEOTECHNIQUE ROUTIERE - GEOLOGIE – HYDROLOGIE ETUDES
GEOPHYSIQUES - ETUDES HYDROLOGIQUES- ASSISTANCE TECHNIQUE - MAITRISE D’ŒUVRE des

TRAVAUX de FONDATIONS - SONDAGES MECANIQUES -ESSAIS IN SITU - AUSCULTATION et
INSTRUMENTATION

LABORATOIRES D’ESSAIS et de CONTROLE

STANDARD PENETRATION TEST REPORTING (NF EN ISO 22476-3)

Project : R+4 building at University Hospital Center of Cocody - Abidjan

Customer : YOKOGAWA Architects & Engineers Inc.

SPT Borehole ID : 03

Water level : No water

Localisation : X: 389874 Y: 590970 Z : m End date :09/05/2018

Equipements :FUTURO/FORDIA 101 mmDiameter Reported by : Yao Innocent

N

OPERATOR: Marius AMANE

N0 N1 N2Depth (m) Lithology
Test Depth

(m)

2

3

4

6

7

10

10

10

8

8

9

9

9

7
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1,0

2,0
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6,0

7,0

8,0

9,0

10,0

11,0

12,0

13,0

14,0

15,0

16,0

-5 5 15 25N0 N

Brownish Clayey Sand
(Layer 0)

Reddish Clayey Sand
(Layer 1)

11 BP 1955 ABIDJAN 11



1,0 1,0 1 1 1 2

2,0 2,0 2 2 3 5

3,0 3,0 2 3 2 5

4,0 4,0 3 2 3 5

5,0 5,0 3 4 4 8

6,0 6,0 3 4 4 8

7,0 7,0 4 4 4 8

8,0 8,0 4 4 5 9

9,0 9,0 4 4 4 8

10,0 10,0 4 5 4 9

11,0 11,0 3 5 5 10

12,0 12,0 4 4 6 10

13,0 13,0 4 4 5 9

14,0 14,0 3 3 4 7

15,0 15,0 3 4 4 8

16,0 16,0 0

Start date : 10/05/2018

MECANIQUE DES SOLS - GEOTECHNIQUE ROUTIERE - GEOLOGIE – HYDROLOGIE ETUDES
GEOPHYSIQUES - ETUDES HYDROLOGIQUES- ASSISTANCE TECHNIQUE - MAITRISE D’ŒUVRE des

TRAVAUX de FONDATIONS - SONDAGES MECANIQUES -ESSAIS IN SITU - AUSCULTATION et
INSTRUMENTATION

LABORATOIRES D’ESSAIS et de CONTROLE

Project : R+4 building at University Hospital Center of Cocody - Abidjan

Customer : YOKOGAWA Architects & Engineers Inc.

STANDARD PENETRATION TEST REPORTING (NF EN ISO 22476-3) SPT Borehole ID : 04

Water level : No water

Location : X : 389895 Y : 590964 Z : m End date : 10/05/2018

Equipements :FUTURO/FORDIA Reported by : Yao Innocent101 mmDiameter

N

OPERAT0R : Marius AMANE

N0 N1 N2Depth (m) Lithology
Test Depth

(m)
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Brownish Clayey Sand
(Layer 0)

Reddish Clayey Sand
(Layer 1)

11 BP 1955 ABIDJAN 11
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NOTES 4: Pictures wells by hands



ID : 01

X: 389848 Y: 590976 Z :

Depth Tickness
(m) (m)

PICTURES OF WELL

0,20 Topsoil

0,40 Brownish Clayey
Sand

1,40 Reddish Clayey
Sand

Dimension : 2,00 x 2,00 x 2,00 (m)

Customer : YOKOGAWA Architects & Engineers Inc.

Project : R+4 building at University Hospital Center of Cocody - Abidjan

Localisation :

Soil descriptionSoil lithology

WELL BY HANDS REPORTING TEST

0

1

2





ID : 02

X: 389869 Y: 590965 Z :

Depth Tickness
(m) (m)

PICTURES OF WELL

0,80 Brownish Clayey
Sand

1,00 Reddish Clayey
Sand

0,20 Topsoil

WELL BY HANDS REPORTING TEST

Dimension : 2,00 x 2,00 x 2,00 (m)

Customer : YOKOGAWA Architects & Engineers Inc.

Project : R+4 building at University Hospital Center of Cocody - Abidjan

Localisation :

Soil lithology Soil description

0

1

2





ID : 03

X: 389876 Y: 590990 Z :

Depth Tickness
(m) (m)

PICTURES OF WELL

0,70 Brownish Clayey
Sand

Reddish Clayey
Sand1,10

0,20 Topsoil

WELL BY HANDS REPORTING TEST

Dimension : 2,00 x 2,00 x 2,00 (m)

Customer : YOKOGAWA Architects & Engineers Inc.

Project : R+4 building at University Hospital Center of Cocody - Abidjan

Localisation :

Soil lithology Soil description

0

1

2





ID : 04

X: 389891 Y: 590969 Z :

Depth Tickness
(m) (m)

PICTURES OF WELL

0,40 Brownish Clayey
Sand

1,40 Reddish Clayey
Sand

0,20 Topsoil

WELL BY HANDS REPORTING TEST

Dimension : 2,00 x 2,00 x 2,00 (m)

Customer : YOKOGAWA Architects & Engineers Inc.

Project : R+4 building at University Hospital Center of Cocody - Abidjan

Localisation :

Soil lithology Soil description

0

1

2
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